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２０１１年３月期 決算説明会  

（２０１１年４月２８日実施） 

 

代表取締役社長 久芳 徹夫 スピーチ 

 

＜Ｐ.１：２０１１年３月期 決算概要（前期比）＞ 

１ページに、前期と比較した当期の連結業績を記載しています。 

 

スライドの下段に示しますように、当期の為替レートは米ドルが８６円、ユーロが１１

３円となり、米ドルは前期に比べ７円、ユーロは１８円の円高となりました。 

 

この結果、前期に比較し、売上高は約６８０億円、税引前当期純利益は約２８０億円押

し下げられましたが、主要市場における生産活動の拡大による需要の回復と、各事業セ

グメントでの収益性の向上を主因に、表に示します通り、前期に比べ大幅な増収、増益

を図ることができました。 

 

売上高は前期比１８.０％の増加となり、営業利益は約２.４倍、税引前当期純利益は約

２.８倍、当社株主に帰属する当期純利益は約３倍と大幅な増益となりました。  

 

２００９年３月期の金融危機以降、徹底した原価低減や生産性の向上に努めてまいりま

したが、需要の回復に伴う生産数量の拡大とともに、大きく収益性の面で成果が現れた

ものと考えています。  

 

また、スライド中段にあります設備投資額ですが、当期は旺盛な需要に応えるため、部

品事業を中心に積極的に生産能力の増強を行なった結果、当期の設備投資額は、前期に

比較し８６.６％増加の７０７億円となりました。 

 

なお、今回の震災により、当社グループの東北および関東地区の生産拠点においては、

一時的に生産活動が停滞しましたが、３月２２日までに稼動を再開することができてお

ります。現在は、ほぼ震災前の稼働状況に戻っており、当期の業績に大きな影響はあり

ませんでした。 

 

＜Ｐ.２：２０１１年３月期 事業セグメント別売上高＞ 

２ページには、前期と比較したセグメント別の売上高の一覧を示しています。当期は全
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てのセグメントで増収を図ることができました。  

 

＜Ｐ.３：２０１１年３月期 事業セグメント別事業利益＞ 

次の３ページには、セグメント別の事業利益を記載しています。当期は、売上高と同様、

事業利益も全セグメントで増加しました。次に、この要因についてご説明します。  

 

＜Ｐ.４：２０１１年３月期 決算要約（１）部品事業＞ 

まず、「部品事業」ですが、当期は前期に比べ、売上高で２５.６％、事業利益で約２.

４倍の大幅な増加となりました。  

 

要因の１点目としては、好調な市場環境があげられます。当期は、期初よりデジタルコ

ンシューマ機器や産業機械、自動車市場向けの部品需要が増加したことにより、売上が

大きく伸びました。  

 

２点目は、積極的な生産能力の拡大です。部品事業の全てにおいて生産能力の拡大を図

り、旺盛な需要を着実に収益拡大に結び付けることができました。 

 

３点目は、金融危機以降に取り組んできた収益性向上の効果が現れたことです。原価低

減や生産性の向上に向けた取り組みをグループを挙げて継続して推進し、その成果が、

売上の伸びとともに大きく現れたことにより、大幅な増益とすることができました。 

 

その結果、部品事業全体の事業利益率は１７.４％となり、金融危機前の２００８年３月

期の利益率を上回り、大幅に向上させることができました。 

 

＜Ｐ.５：２０１１年３月期 決算要約（２）機器事業＞ 

当期の「機器事業」の売上高は、前期に比べ１０.３％の増加、事業利益は約３.８倍と

なりました。特に「通信機器関連事業」の業績改善が、売上と利益の増加に大きく貢献

しました。 

 

「通信機器関連事業」については、前期に実施した構造改革の成果を当期の実績に結び

つけることができたと考えています。具体的には、開発体制を日本に統合させたことに

より、国内外の両市場に継続的に新製品を投入し、製品ラインナップの拡充を図ること

ができました。また、北米での販売拠点の統合による営業面での強化も加わり、売上高

は大幅に増加しました。  
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売上増や事業構造改革の効果に加え、前期は約９０億円のウィルコム社関連の損失を計

上したこともあり、事業利益は大幅に改善しました。 

 

なお、当期の期末配当金につきましては、配当方針を踏まえ、当期純利益が公表予想を

上回ったことにより、１０円増配し、１株７０円、年間配当金は１３０円とさせていた

だきます。 

 

＜Ｐ.６：２０１１年３月期 事業セグメント別業績推移（１） 

-ファインセラミック部品関連事業-＞ 

当期の売上高は、前期比４３.８％の増加、事業利益は、前期の損失から１２８億円の改

善となり、利益率は１５.７％となりました。 

 

当期は、半導体製造装置用部品などの産業機械向けの部品需要が回復したことに加え、

欧州におけるディーゼル車の普及に伴い、グロープラグや積層型ピエゾ素子などの自動

車用部品の需要が増加したことにより、前期に比べ売上高、事業利益ともに大幅に改善

させることができました。 

 

＜Ｐ.７：２０１１年３月期 事業セグメント別業績推移（２） 

-半導体部品関連事業-＞ 

当期の売上高は前期比２４.３％の増加、事業利益は１１６.６％の増加となりました。 

 

この大幅な収益改善の要因としては、携帯電話端末などのデジタルコンシューマ機器の

生産増に加え、スマートフォンなど、従来機に比べ、一台あたりの部品搭載個数が多い、

高機能製品の需要が拡大したことがあげられます。これに伴い、水晶／ＳＡＷデバイス

用セラミックパッケージやＣＭＯＳ／ＣＣＤイメージセンサー用セラミックパッケージ

の需要が増加しました。 

 

また、有機パッケージについても、サーバーやルーター向けのＡＳＩＣパッケージの需

要増に伴い、収益が大幅に拡大しました。 

 

この結果、当セグメントの事業利益率は２１.４％となりました。 
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＜Ｐ.８：２０１１年３月期 事業セグメント別業績推移（３） 

-ファインセラミック応用品関連事業-＞ 

当セグメントの売上高は前期比２５.９％、事業利益は４６.３％の増加となりました。 

 

「ソーラーエネルギー事業」については、円高や価格下落による影響はあったものの、

主に日本及び米国での需要増により、増収となりました。また、当期は、期初計画の６

００ＭＷの生産は達成できました。 

 

「機械工具事業」については、自動車産業における生産活動の拡大に伴い、売上が増加

しました。 

 

両事業での売上拡大と原価低減により、セグメント全体で増収増益を図ることができま

した。 

 

＜Ｐ.９：２０１１年３月期 事業セグメント別業績推移（４）  

-電子デバイス関連事業-＞ 

当期の売上高は前期に比べ２１.４％の増加、事業利益は２１４.８％の大幅な増加とな

りました。 

 

デジタルコンシューマ機器の需要増加に伴い、コンデンサや水晶関連製品、コネクタを

はじめ、全ての電子部品の需要が大きく増加しました。さらに、液晶をはじめ、薄膜部

品事業の拡大も寄与し、セグメント全体で増収となりました。 

 

事業利益は、徹底した原価低減や生産性の向上に努めた結果、前期に比べ３倍以上の大

幅な改善となり、事業利益率は１７.２％まで高めることができました。 

 

 

＜Ｐ.１０：２０１１年３月期 事業セグメント別業績推移（５）  

-通信機器関連事業-＞ 

当セグメントの売上高は前期比１９.１％増加し、事業利益は前期の損失から１６８億円

の大幅な改善となりました。 

 

海外市場では、新製品投入によるラインナップの拡充および普及モデルの販売が好調に

推移したことに加え、客先でのシェアが向上したことにより、売上を伸ばすことができ
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ました。また、国内市場では、簡単ケータイを含めたフィーチャーフォンの販売が好調

に推移したことに加え、キャリアの拡販策によりＰＨＳ端末の販売も増加しました。 

 

事業利益は、増収や前期の構造改革の効果に加えて、前期はウィルコム社関連の損失を

計上したこともあり、大幅な改善となりました。 

 

＜Ｐ.１１：２０１１年３月期 事業セグメント別業績推移（６） 

-情報機器関連事業-＞ 

売上高は前期比３.２％増、事業利益は１７.０％の増加となりました。 

 

売上高は、国内外の客先での情報化投資が緩やかな回復基調で推移する中、積極的な新

製品投入による販売増を図ったことにより、カラープリンターや中・高速の複合機など

の販売が伸びましたが、円高の影響により、３％の増収にとどまりました。 

 

事業利益は、販売台数の増加に伴い、消耗品などの売上も伸びたことにより増加し、事

業利益率は１０.８％となりました。 

 

＜Ｐ.１２：２０１１年３月期 事業セグメント別業績推移（７） 

 -その他の事業-＞ 

売上高は前期比１１.９％、事業利益は４２.６％の増加となりました。 

 

当セグメントの主要子会社である京セラコミュニケーションシステムにおいて、ＩＣＴ

事業が拡大しました。また、京セラケミカルでの半導体封止材料などの売上増加により、

セグメント全体で増収増益となりました。 

 

以上が当期の実績に関する説明です。 

 

続いて、２０１２年３月期の業績予想についてご説明します。お手元の資料の１３ペー

ジをご覧下さい。 

 

＜Ｐ．１３：２０１２年３月期 事業環境見通し＞ 

こちらのスライドに、今期の事業環境見通しを記載しています。 

 

国内市場においては、今期前半は、震災の影響から、一部の原材料や部材については、
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調達面で困難な状況が想定され、当社の生産にも影響が及ぶものと予想しています。 

 

また、電力供給の面で制限が課せられることにより、企業の生産活動が一時的に低迷す

ることが予想されます。 

 

しかし、これらの問題が解決され、復興への取り組みが明確になるにつれ、企業の生産

活動も回復し、環境エネルギー関連製品やデジタルコンシューマ機器、自動車関連市場

向けの部品需要も増加してくるものと予想しています。 

 

一方、海外市場については、今期も引き続き、新興国を中心にデジタルコンシューマ機

器や自動車関連市場において、需要は堅調に増加するものと予想しています。また、米

国をはじめとして、環境エネルギー市場の拡大を見込んでいます。 

 

＜Ｐ．１４：２０１２年３月期 業績予想＞ 

このような事業環境見通しに基づいた今期の業績予想を、このスライドに示しています。 

 

今期の売上高は、過去最高となる１兆３,６００億円、前期比７.３％の増加を予想して

います。 

 

営業利益は前期比７.７％増加の１,６８０億円、税引前当期純利益は４.４％増加の１,

８００億円を目指してまいります。なお、今期の当期純利益は、前期比８.５％減少の１,

１２０億円を予想しています。これは、前期には一部の子会社の業績向上による、繰延

税金資産を計上したことに伴う税金費用の戻り益があったためです。 

 

また、設備投資額は、部品事業を中心に今期も生産能力の増強を図る計画であり、前期

比１３.２％増加の８００億円を予想しています。 

 

減価償却費も設備投資額の増加により、前期比１７.１％増加の７００億円となる見通し

です。 

 

なお、今期の平均為替レートは、米ドルは前期に比べ５円 円高の８１円、ユーロは２円 

円安の１１５円を予想しており、為替レートの変動により、今期の売上高は約２４０億

円、税引前当期純利益は約４０億円、前期に比べ押し下げられる見通しです。 
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＜Ｐ．１５：２０１２年３月期 事業セグメント別売上高予想＞ 

事業セグメント別の予想については、１５ページと１６ページに記載しています。 

 

１５ページに、事業セグメント別の売上高の予想を示しています。今期も、全てのセグ

メントにおいて増収を目指してまいります。 

 

＜Ｐ．１６：２０１２年３月期 事業セグメント別事業利益予想＞ 

事業利益については、原価低減など事業基盤のさらなる強化のための施策を継続し、部

品事業、機器事業ともに、増益を目指してまいります。 

 

それでは、説明の最後に、今期の重点課題と取り組みについてご説明します。  

 

＜Ｐ．１７：２０１２年３月期 重点課題と取組み＞ 

当社は、グローバル競争に打ち勝ち、「高成長、高収益企業の実現」に向けて、「成長

市場での事業拡大」と「一層の経営基盤の強化」の２つの課題に取り組んでまいります。 

 

１つ目の課題である、「成長市場での事業拡大」を図るために、「環境エネルギー市場」、

「情報通信市場」、「新興国市場」の３つの市場での事業拡大を図ってまいります。 

 

もう一つの課題である、「一層の経営基盤の強化」については、「積極的な設備投資」

と、「事業活動継続のための体制強化」に取り組んでまいります。 

 

「設備投資」については、情報通信市場を中心に、今後も需要の拡大が見込まれるため、

全ての部品事業において、生産能力拡大のための設備投資を実施してまいります。また、

旺盛な部品需要を確実に獲得するため、既存の拠点での生産能力の拡大に加え、新たな

生産拠点として、ベトナムでの生産体制の構築を進めてまいります。 

 

２点目の「事業活動継続のための体制強化」については、今般の震災を踏まえ、事業体

制全般の見直しを行い、非常時においても事業活動が継続できるよう、更なる体制の強

化に努めてまいります。 

 

当社はこれまでも、原材料等の調達については複数購買を基本としてきました。これに

より、震災後も大きな停滞なく、事業活動を継続することができました。サプライチェ

ーンだけでなく、今後も事業活動継続のために必要な体制の見直しを進めてまいります。 
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＜Ｐ．１８：２０１２年３月期 成長市場での事業拡大＞ 

続いて、「成長市場での事業拡大」を図るための具体策について、ご説明します。 

 

まず、「環境エネルギー市場」においては、太陽電池やサファイア基板、ＬＥＤ用パッ

ケージ、ＬＥＤ照明といったＬＥＤ関連製品の需要の高まりに対応し、これらの製品の

拡販に努めてまいります。 

 

また、新製品を市場投入し、売上増に努めてまいります。具体的には、太陽電池に続く

新たな環境関連製品の柱として開発を行なってきました、ＳＯＦＣセルスタックの販売

を今期より開始する予定であり、スマートセンサーについても拡販を進めてまいります。 

 

「情報通信市場」に対しては、部品と機器の両事業の拡大に努めてまいります。「部品

事業」については、スマートフォンをはじめとしたデジタルコンシューマ機器向けに、

小型・高機能部品の拡販を図ります。 

 

「機器事業」については、海外市場のみならず、国内市場においてもスマートフォンの

投入を図り、ラインナップを拡充し、一層の売上拡大に取り組んでまいります。 

 

３つ目の「新興国市場」においては、事業機会を確実に成長につなげ、売上増を図って

まいります。中国市場においては、普及が見込まれる携帯電話端末やＰＣなどのデジタ

ルコンシューマ機器向けの部品受注の獲得に努めてまいります。また、中国以外の新興

国市場においては、社会基盤整備のためのインフラ構築の進展が見込まれ、一般産業機

械用のセラミック部品などの拡販を図ります。さらに、プリンターなどの情報機器につ

いても、市場のニーズに合った製品を投入し、売上増に努めてまいります。 

 

＜Ｐ．１９：２０１２年３月期 経営目標＞ 

こちらのスライドは、２００８年３月期以降の、売上高および税引前当期純利益を示し

ています。 

 

私は、金融危機後の２００９年４月に社長に就任し、２０１０年３月期、２０１１年３

月期の２年間、市場の回復や良好な事業環境にも支えられ、期初に公表した業績予想を

達成することができました。今期は、震災の影響により、先行き不透明な要因もありま

すが、国内での生産活動の回復や海外市場の拡大などの事業機会を確実に捉え、業績予
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想の達成を目指してまいります。 

以上 


